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「銀世界」
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1月14日から16日にかけて、強い冬型の気圧配置が続き

南予を中心にたくさんの雪が降りました。町内でも多い所

では40~50セ‘ノチとなり、暖冬が一変して「銀世界」。通勤

や通学など交通機関に影響が出ました。

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ ＝森林組合だより＝

0まちの話題 2 優木を診る木を知る・・ 10 人口 3, 2 4 1人 (+3)
層長寿番付発表 ・・・・・・ 4 衝樹木を加害する主な病気と害虫 11 

男 1,553人(+2) 
衝「課税台帳の縦覧」について .. 6 

0お知らせ・・ ...... .. 7 ＝公民館報＝ 女 1,688人(+1) 

漫社協だより ， 
層文楽合同公演・ ．．．． ・12 世帯数 1, 0 8 7描（＋ 1)

~3 月のカレソダー・ ・ ・16 唖おしどり吟行俳句会 ．．．． ・13 

~ASUKA青年団だより·..・15 I I （平成13年 1月31日現在）



将｝。毯。頷） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 瓢調 (2)

公
民
館
中
央
分
館
の
共
催
に

よ
り
恒
例
の
新
春
囲
碁
大
会
が
、

今
年
も
二
十
一
日
（
第
三
日
曜

日
）
に
、
町
内
は
も
と
よ
り
、

大
洲
市
、
喜
多
郡
内
、
野
村
町

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
よ
り

三
ク
ラ
ス
に
わ
か
れ
て
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

お
も
い
お
こ
せ
ば
、
昭
和
四

十
年
代
当
時
分
館
長
の
菅
野
松

雄
さ
ん
の
働
き
で
、
囲
碁
将
棋

大
会
を
分
館
主
催
で
始
め
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
、
碁
盤
あ
つ
め

か
ら
会
場
さ
が
し
と
大
変
な
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十

六
年
に
現
在
の
公
民
館
が
出
来

上
が
り
、
会
場
は
二
階
の
和
室

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
契
機
に
「
鹿
野
川
囲
碁
ク
ラ

ブ
」
を
結
成
し
ま
し
て
、
初
代

会
長
に
福
田
哲
秋
さ
ん
の
ご
尽

力
に
よ
り
皆
さ
ま
か
ら
の
浄
財

で
碁
盤
を
購
入
し
た
り
、
町
外

の
愛
好
者
へ
の
呼
び
か
け
等
を

い
た
だ
き
盛
大
な
大
会
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五

十
四
年
か
ら
は
豪
華
な
ト
ロ
フ
ィ

を
つ
く
り
毎
年
の
優
勝
者
の
名

前
を
記
録
し
て
あ
り
ま
す
。

将
棋
愛
好
者
が
少
な
く
将
棋

最
高
位
リ
ー
グ

福

田

哲

秋

（
下
鹿
野
川
）

大
会
が
な
く
な

っ
た
の
は
さ
み

し
く
思
い
ま
す
し
、
囲
碁
を
楽

し
む
若
い
人
が
少
な
い
の
は
残

念
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は

い
つ
で
も
大
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

本
年
の
各
ク
ラ
ス
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
こ
の
大
会
を
陰
で
さ
さ
え
て
、

屑
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

ヘ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鹿
野
川
囲
碁
ク
ラ
ブ
代
表

橋

本

福

矩

有
級
者
リ
ー
グ

有
級
者
リ
ー
グ

兵

頭

竹

夫

（
野
村
町
）

成

登

光

義

（
上
鹿
野
川
）



(3)将⑧。箆。頷） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 瓢繹

二
月
三
日
肱
川
中
学
校
体
育

館
で
、
少
年
式
が
厳
粛
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
九

時
か
ら
二
年
生
三
十
九
人
の
生

徒
た
ち
が
、
自
覚
・
立
志
・
健

康
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
式
に
臨

み
、
来
賓
、
先
生
、
保
護
者
、

生
徒
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

祝
辞
の
中
で
、
時
間
の
貴
さ

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
時
間
と
い
う
も
の
は
何
物
に

も
代
え
ら
れ
な
い
、
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
し
よ
う
。
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

こ。f
 ま

た
、
二
年
生
の
決
意
発
表

や
、
生
徒
自
身
が
作
詞
、
演
奏

し
た
合
唱
の
場
面
で
は
、
生
徒

の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

式
終
了
後
映
画
「
学
校
N
」
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
今
揺
れ
動
い

て
い
る
若
者
の
心
情
を
う
ま
く

と
ら
え
た
作
品
で
、
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。

二
年
生
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
目
標
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

少
年
式
は
、
愛
媛
県
で
昭
和

四
十
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
発
行
さ
れ
た
少
年

式
記
念
文
集
の
あ
と
が
き
に
は
、

次
の
よ
う
な
言
葉
が
そ
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

『
私
た
ち
は
、
今
日
少
年
式
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
歩

大
人
に
近
づ
き
ま
し
た
。
で
も

近
づ
い
た
だ
け
で
、
ま
だ
本
当

の
大
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
、
自
分
の
道
を
進
み
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
、

本
当
の
大
人
に
な
れ
た
ら
い
い

で
す
。
一
人
一
人
の
夢
は
違
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
困
難
が

待
っ
て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
当
の
夢
を
叶
え
て
、

理
想
の
大
人
に
な
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
』

少
年
の
日
を
迎
え
た
三
十
九

人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
努
力
を

期
待
い
た
し
ま
す
。



柩｝。毯。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 姐韓 (4)

長寿番付
東横綱

高橋

新春恒例の「肱川町長寿番付」が発表されました。

東の横綱は、昨年同様、上嵯峨谷の高橋安ーさんで、 106歳になら

れました。ご存じのとおり高橋さんは、愛媛県内でも最高齢です。

安ーさん 皆さんは、明治・大正・昭和•平成と、四つの時代を生きてこられ
ました。その間には、いろいろな苦難もあったことでしょう。

西横綱 これからも、元気で過ごされますようお祈りいたします。

米田フクヱさん
長寿 番 付 表頸13年 2月 1日現在

東 寿 西

部 落 名 氏 名 生年月日 性別年齢 番 付 部 落 名 氏 名 生年月日 性別年齢

上 嵯峨谷 高橋 安一 M27.11.14 男 106 横綱 かわかみ荘 米田フクヱ M32. 7.15 女 101 

.±l:: /‘ 栄 上野サカヱ M32.12.17 女 101 II 郷 栗田クニヱ M33. 1. 30 女 101 

かわかみ荘 坂井キミヱ M33. 3.19 女 100 II 

かわかみ荘 柁谷 邦子 M34. 9. 5 女 99 大 関 郷 松田 ヌイ M34.12.5 女 99 

かわかみ荘 本門フジヱ M35.10.21 女 98 関 脇 大 和 出水サカエ M36.10.21 女 97 

瓜生谷 山下ソメヨ M37. 7.16 女 96 小 結 中 野 松尾 、ンズカ M37. 7. 23 女 96 

協 生 坪田 嘉儀 M37. 9. 1 男 96 前頭筆頭 かみかわ荘 白石キクヨ M37. 9.13 女 96 

市之 畦 保積チョノ M38. 1.15 女 96 2 白 石 寺岡幾次郎 M38.10.ll 男 95 

小 倉 大森フユノ M38.12.27 女 95 3 かわかみ荘 山下トラヨ M39. 2.20 女 94 

かわかみ荘 永成ツヤヱ M40. 2.20 女 93 4 道野尾 東 カホル M40.5.24 女 93 

中 野 曽根フサコ M40. 5.29 女 93 5 柳 堀 ツ子ヨ M40. 7. 5 女 93 

協 生 安川 正則 M40. 9.19 男 93 6 藤野原 池田 宮コ M40.11. 29 女 93 

かわかみ荘 花岡農夫雄 M40.12. 1 男 93 7 北ノ'‘ 栄 中野 貞子 M40.12. 21 女 93 

中 野 藤高ハナミ M41. 4.16 女 92 8 市之畦 三瀬 シマ M41.10.15 女 92 

小 藪 三井ミツル M41. ll. ll 女 92 ， 下嵯峨谷 城戸ミナコ M41.12. 25 女 92 

下鹿野川 川上 幸子 M42. 7.28 女 91 10 広 常 新 重子 M42. 7. 30 女 91 

大 和 神井恵美子 M42. 8. 26 女 91 11 下 鹿野 川 金野フジェ M42.9.5 女 91 

山 槌 久保田需行 M42.10.10 男 91 12 かわかみ荘 櫻田トク子 M42.10.21 女 91 

小 藪 沖野 藤徳 M43. 1.17 男 91 13 上 鹿 野 川 丸山 音澄 M43. 2.27 男 90 

八重栗 冨永アサ子 M43. 3.21 女 90 14 協 生 山本オチウ M43. 5. 2 女 90 

小 藪 沖野ヨ、ンオ .M43. 5.31 女 90 15 町 大野、ンズカ M43. 7.10 女 90 

かわかみ荘 土居 好子 M44.3.2 女 89 十 両 大 和 上原知工子 M44. 3.29 女 89 

小 藪 萬岡ツルコ M44.7.21 女 89 2 かわかみ荘 岡 喜重郎 M44. 9.12 男 89 

協 生 谷本 恒雄 M44.10. 1 男 89 3 森 兵 頭 数馬 M44.ll. 7 男 89 

かわかみ荘 山本 藤 蔵 M44.11.10 男 89 4 かわかみ荘 上谷 君 M44.12. 3 女 89 

下 敷水 高見 重正 M44.12.5 男 89 5 広 常 宮岡 繁 樹 M45. 1. 1 男 89 

下嵯峨谷2渡邊 藤常 M45. 1. 5 男 89 6 かわかみ荘 堀 シズカ M45.4.8 女 88 

菟野尾 森岡キヨコ M45. 4.11 女 88 7 下鹿 野川 亀田 美登 M45. 4. 29 男 88 

大 平 竹本 小平 M45. 5.14 男 88 8 広 常 都谷 文雄 T 1. 9. 5 男 88 

白 石 堀 末男 T 1. 9.13 男 88 ， 広 常 下野アグリ T 1.10.25 女 88 

大屋 敷 井上 梅尾 T 1.11.22 女 88 10 道野尾 久保ミナヲ T 1.11.25 女 88 

町議会議長松本金次郎 民生委員会長笹□木 明徳 町 長大野 和

行 司町老連会長中居喜代光 検 査役収入役兵頭 茂 勧 進 元

助 役宮田 早ヤ 福祉課長片ー山 政治 出長和氣 邦嗣



(5)祗③。径。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 闊韓

か
ぜ
は
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ス
キ
を
つ
い
て
入
り
込

ん
で
き
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
体
力
づ
く
り
と
健
康
管

理
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。

R@＠⑥⑥＠ 
かぜを予随するために••••••

汚
れ
た
空
気
が
よ
ど
ん
で
い

れ
ば
、
か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
だ
け

で
な
く
健
康
そ
の
も
の
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
と
き
ど
き
換
気

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
暖
房
器
具
は
、
室
内
の
空

気
を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

乾
燥
し
た
空
気
は
か
ぜ
ウ
イ
ル

ス
に
好
都
合
と
な
り
、
ま
た
、

3
室
内
の
換
気
と
湿
気

に
注
意
を

2
う
が
い
を
す
る

手
を
洗
う

か
ぜ
の
基
本
的
な
予
防
対
策

は
、
手
を
洗
う
こ
と
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
か
ぜ

の
ウ
イ
ル
ス
は
、
空
気
感
染
よ

り
も
人
と
人
の
手
を
伝
わ
っ
て

感
染
す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か

に
多
い
た
め
で
す
。

う
が
い
は
口
の
な
か
に
い
る

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す

作
用
が
あ
り
、
口
の
な
か
を
清

潔
に
保
っ
た
め
に
簡
単
で
よ
い

方
法
で
す
。

ー

◎
こ
ん
な
人
も
か
せ
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

“
厚
着
を
し
す
ぎ
な
い

か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
人
の
の
ど

を
さ
ら
に
痛
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
湿
度
に
も
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

厚
着
は
、
外
気
の
温
度
変
化

に
対
す
る
適
応
力
を
弱
め
ま
す
。

ま
た
、
不
必
要
な
発
汗
作
用
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
も
な
り
ま

す
。
厚
着
は
避
け
、
活
動
し
や

す
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
や
慢
性
気
管
支
炎
な

ど
の
慢
性
病
の
あ
る
人
は
か
ぜ

を
ひ
き
や
す
く
、
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、

早
め
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
妊
婦
が
か
ぜ
を
ひ
い

た
場
合
、
胎
児
へ
の
影
響
や
薬

の
副
作
用
な
ど
心
配
の
タ
ネ
は

多
い
も
の
で
す
。
や
は
り
早
め

に
医
師
に
相
談
し
、
適
切
な
対

処
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
月
一
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で

の
一
週
間
「
火
を
つ
け
た
あ
な

た
の
責
任
最
後
ま
で
」
を
統
一

標
語
に
、
全
国
一
斉
に
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

川
上
支
署
に
お
い
て
も
、
こ
の

期
間
中
に
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問

や
住
宅
防
火
診
断
及
び
防
火
対
象

物
の
立
入
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
責
任
最
後
ま
で

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
空

気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
も
多
く
、

山
林
火
災
が
年
間
を
通
し
て
最
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
山
林
火
災
を
防
ぐ
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0

た
き
火
を
行
う
場
合
は
、
風

の
強
い
日
や
晴
天
が
続
く
日
を

さ
け
、
た
き
火
を
し
た
後
は
水

や
土
を
か
け
て
後
始
末
を
完
全

に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国

火
災
予
防
運
動

予
川上支署



稲｝。毯。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 疇詞 (6)

総務課税務係

「課税台帳の縦覧」制度
みなさんが所有している固定資産について、

その中身を確認していただくために「課税台

帳の縦覧」という制度があります。

本年の縦覧期間は、税法に基づく宅地の時

点修正がありましたので、昨年同様、 4月 1

日から20日までとなります。

834-2311 

廃車の手続きはお忘れなく
原付自転車（ミニバイク等）・ニ輪車・軽四

輪車にたいしての軽自動車税は、 4月 1日現

在の所有者に 1年間の税金がかかります。

動かなくなり、放置している車及び廃車に

しようとする車は、 3月末日までに印鑑をご

持参の上、ナンバープレートの返還などの

「廃車手続き」をしてください。

なお、車の買いかえなどで下取りに出した

時は、所有権の移転、まっ消

登録ができてない時があり、

元の所有者に税金がかかり、

トラブルを生ずることがあり

ますのでご注意ください。

納め忘れも防げます！

便利でお得な

保険料前納制度

年
金
だ
よ
り

国民年金の保険料は、毎月納めるのが

原則ですが、ついうっかり忘れてしまう

ことがあります。そんなときに 1年間あ

るいは一定の期間まとめて納められて、

ついでに少しお得な、保険料の前納制度を利用して

みてはいかがでしょうか。

たとえば、平成12年度の保険料を 4月中に一括し

て納めると 155,750円となり、毎月 13,300円ずつ納

めるよりも3,850円お得です。

また、付加保険料(400円）を併せて 4月中に一括

して納めると 160,430円となり、毎月納めるよりも

3,970円お得です。

納め忘れも防げて、ちょっびりお得な保険料の前

納制度を是非ご利用ください。

平成12年4月分～平成13年3月分

●
募
集
人
数

●

受

講

料

●
講
習
内
容

●

期

間
し
っ
か
り
と
し
た
饉
術
と
賣
椿
を

舅
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
・

こ
ん
な
に
お
ト
ク
で
す
。

心
ロ
ム
]
必
成

u（
三
国
）
唸

B
逗
＄

a

肱
川
町
で
は
、
家
族
介
護
等
の
円
滑

な
普
及
を
図
る
た
め
、
家
族
介
護
者
へ

ル
パ
ー
受
講
料
補
助
金
（
三
万
円
）
を
今

年
度
よ
り
創
設
し
て
お
り
ま
す
。
肱
川

町
在
住
者
で
講
習
を
受
け
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー
内

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
3
4
|
2
3
4
0
 

平
成
13
年

第
一
回

4
月
14
日
ー

7
月
14
日

第
二
回

9
月
2
9
日
ー
12
月
2
2
日

各
回
4
0

4
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

講

義

58
時
間

42
時
間

30
時
間

実
技
演
習

実

習

●
実
施
場
所
（
大
洲
市
）

老
人
保
健
施
設
フ
レ
ソ
ド

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
希
望
ヶ
丘
荘

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



(7)将⑲。毯。領）＇ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 疇韓

人口 3,211人

帯世
数

2

帯

05

世

1

ー・▲●
男
1,540人

女
1,671人

肱
川
町
の
二

0
0
0年
国
勢

調
査
（
平
成
十
二
年
十
月
一
日

現
在
）
に
よ
る
人
口
概
数
を
公

表
し
ま
す
。

人
口
は
、
三
、
二

0
一
人
で

少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
と

町
外
へ
の
進
学
等
に
よ
る
社
会

減
に
よ
り
、
五
年
前
の
前
回
調

査
に
比
べ
、
六
十
四
人
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
帯

数
は
一
、

0
五
二
世
帯
で
、
前

回
に
比
べ
て
二
世
帯
の
減
少
。

一
般
世
帯
の
一
世
帯
あ
た
り
の

人
口
は
、
三
．

0
-
人
で
、
前

回
に
比
べ

0
.
0九
人
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
0
0
0年
国
勢
調
査

の
結
果
を
公
表
し
ま
す

コ
ー
ド
は
、
容
易
に
曲
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
細
い
銅

線
を
沢
山
よ
り
合
わ
せ
て
あ
り
、

そ
の
う
え
、
絶
縁
被
覆
も
薄
く

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
テ
ッ

プ
ル
や
釘
で
柱
や
壁
に
固
定
す

る
と
、
銅
線
が
切
れ
た
り
、
絶

縁
被
覆
が
破
れ
て
漏
電
や
火
災

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
コ
ー
ド
配
線
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

便
利
で
安
心
し
て
使
用
で
き

る
配
線
を
、
電
気
工
事
店
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

側
四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
大
洲
支
所

s
2
3
|
5
0
1
2
 

柱
な
ど
に
コ
ー
ド
を

固
定
し
て
は
ダ
メ

愛
媛
県
で
は
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
今
年
四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
県
の
環
境
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、

民
間
の
再
生
処
理
事
業
者
等
と

連
携
し
、
県
内
で
排
出
さ
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
県
内
で
再
生

処
理
、
製
品
化
ま
で
一
貫
し
て

行
う
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
衣
類
や

ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
の
繊
維
製
品

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
型
品

に
リ
サ
イ
ク
ル
。
平
成
十
三
年

度
は
、
四
十
五
市
町
村
で
千
六

百
十
ト
ソ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
平
成
十
六
年
度
に
は
年
間

四
千
ト
ソ
の
処
理
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
肱
川
町
が
加
入
し
て

い
る
内
山
衛
生
事
務
組
合
に
お

い
て
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
組
み
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

循
環
型
社
会
へ
向
け
て

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

f
‘

・

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

永
＿
郎
さ
ん

紀

子

さ

ん

〈ね西〉疇ー一ゴ
栄 そてる車
堂 はう必とや救
のたにずじゴ急
＝ら見道つ：：：
房 <‘

車
て路と収や

坊車いにし集パ
でがまでて車ト
す大すていがカ
° 好 ° ‘ ら 通 l

ぎ うれっ‘
な れなて消

O ]；ヵ、し

福 し くい防

リサイクルシステムの流れ

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

努
さ
ん

美
加
さ
ん

り

な

松
本
栞
奈
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

2
歳
7
カ
月

平
成
1
0
年
7
月

2
日
生

・
{fク

王一

J

、五
．
レ
ト

三

□

?
／
／
ご
‘
芦
゜
〉

塁
し砕

鱈

し
3
ル

¥
J

忍
ト

で
‘
工
]令:
；
；

与
斤
戸
ー
。
〗

再生製品

は
じ
め
ま
し
て
、
栞
奈
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
と
ま
ま
ご
と
と

お
絵
描
き
が
大
好
き
で
す
。
虫

と
大
き
な
音
と
鬼
が
大
嫌
い
：

・
O

身
体
は
大
き
い
け
れ
ど
気
の
小

さ
い
女
の
子
で
す
。



将｝。毯。絢 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 闊 繹 (8)

平成13年度

研修生

愛媛県花き総合指導センターにおいて、花づくりや

花の楽しみ方等についての研修を行います。花にたい

する広範な知識の習得と生産技術の向上を図 l)、花の

ある生活環境づくりを実践してみませんか？

【花づくり講座】

年間を通じて、花壇やベランダ、室内での花

づくり

毎月第3水曜 13 : 30-----15 : 30 

40人一部実費

【菊づくり実践講座】

切り花菊の繁殖から収穫までを体験実習

年間7回 平日13: 30-----.., 15 : 30 

40人一部実費

【押し花講座】

押し花の作り方や飾り方など 舌し且畠
年間6回奇数月第4土曜 9: 30--------11 : 30 

20人実費年24,000円（初回に徴収）

r,--,--,--,--,--ヽ--9--ヽ--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,-、 ！

情報椙示振 I
! 1 

! ! 
L9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--ヽ--,--,-

【バイテク講座】

花きの無菌は種、組織培養など

年間6回平日 13: 30,....___,75: 30 

20人無料

【フラワーデザイン講座】

季節や催事にあったフラワーデザインの

楽しみ方など

年間6回日曜 13:30,,..____,75: 30 

30人実費年19.000円
（初回に徴収）

申込方法

3月 1日～24日
多数の場合抽選を行います。

往復はがきに希望講座名

（第 1.第2希望）

氏名、年齢、住所、電話番号

をお書きください。

i 

申込先 愛媛県花き総合指導センター

(〒791-0222 温泉郡重信町大字下林甲2210-1)
匹 089-964-5867 月曜休館

描く

八幡浜 ・大洲地区広域市町村圏組合と愛媛県地域美

術展協会は「西予地域」をテーマにした作品を募集し

ている。この作品展は地域を描く美術展の第10回の公

募で出品資格は一般の部は国籍、性別、画歴不問、生

徒の部は小・中学生に限られる。入選作品は 3月20日

~25日まで愛媛県美術館（南館）で展示された後、八幡

浜市、大洲市、宇和町などで巡回展示を予定している。

園］愛媛県地域美術展協会 8089-921-8750 

道を世界遺
ーネットで署

五十八板札所仙遊寺ではホームページを通じて四国

霊場八十八ヶ寺の遍路道を世界遺産に登録しようと署

名活動をしている。現在約3,000の署名を集めている

が、今後は行政と一体となって署名活動を盛り上げ、

文化庁を通して最終的にはユネスコヘ申請する予定。

遍路道は世界で唯一の循環型巡拝コースとなっており、

庶民の信仰の道場として永い歴史を有し独特の文化を

今た伝える。今後とも地元の盛り上がりを期待したい。

~ http : / /wwwl. pasutel. co. jp/senyuji/ 
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平成12年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募金額

戸別募金 506,564 円

役場職員 20,000 

利 子 他 6,438 

計 533,002 

平成12年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 29人 145,000円

ねたきり病人等 20 100,000 

ボーダーライソ世帯 11 155,000 

義援金配分合計 400,000 

一般配分充当金 133,002 

合 計 533,002 

社゚
協
だ
よ
り

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

一

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ

た
か
い
お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
募
金
の
総
額
は

別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
募
金
で

「
町
内
の
寝
た
き

り
者
、
長
期
療
養
者
、
低
所
得

者
世
帯
」
に
、
民
生
委
員
さ
ん

を
通
じ
て
「
皆
様
の
ま
ご
こ
ろ
」

を
伝
え
ま
し
た
。
総
額
四
十
万

円
を
配
分
し
、
残
金
に
つ
き
ま

し
て
は
県
共
同
募
金
会
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
残
金
は
平
成
十
三
年
度

に
全
額
交
付
さ
れ
、
児
童
福
祉
、

老
人
福
祉
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
使
用
い

た
し
ま
す
。
た
す
け
あ
い
募
金

は
、
全
額
配
分
す
る
の
で
は
な

く
、
町
全
体
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

膨II町社会福祉協議会

B (0893) 34-2312 

戸別募金

部 落 金 額 部 落 金 額

小 畑 井 2,000円 下鹿野川 20,000円

萩 野 尾 2,000 上鹿野川 32,574 

汗 生 16,500 兄， 造 2,500 

道 野 尾 19,220 見 の 越 3,000 

上 森 山 7,100 月 野 尾 6,900 

ノ＼ 重 栗 4,500 下敷 水 9,510 

山 槌 10,000 敷 水 10,980 

協 生 14,200 上敷 水 4,500 

嘉 城 11,871 下嵯峨谷1 6,500 

.±1:: ノ'‘ 栄 31,600 下嵯峨谷2 1,000 

中 居 谷 24,491 上嵯餓谷 7,005 

白 石 8,600 菟 野 尾 10,500 

知旦ク 地 7,600 橡の木瀬 2,000 

広 常 21,078 柳 12,500 

久 保 19,540 郷 7,500 

大 平 14,495 市 之 畦 7,500 

大 屋 敷 8,600 瓜 生 谷 9,000 

森 6,000 町 11,500 

肱 栄 6,500 藤 野 原 9,500 

大 和 17,000 小 倉 2,500 

中 野 41,700 中 津 10,500 

小 藪 24,500 合 計 506,564 

中

居

谷

三

生

時

光

様

協

生

谷

本

恒

雄

様

上

鹿

野

川

桑

原

淑

子

様

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

町老連旅行
一‘‘-.LDくだ

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
年
一

回
合
同
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
旅
行
も
今
回
で
八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
和
歌
山
県
道
成
寺
の
参
拝
と
白
浜

温
泉
の
旅
を
メ
イ
ソ
に
実
施
し
ま
す
。

宿
は
白
浜
温
泉

「
古
賀
の
井
」

に
泊
ま
る

予
定
で
す
。
既
に
行
か
れ
て
お
ら
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
旅
は
何
回

行
っ
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
会
員
同
士
で

行
き
ま
す
の
で
隣
の
方
の
気
遣
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
に
応
じ
た
旅
を
行
い
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
日

頃
の
事
を
忘
れ
て
華
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
、
又
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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某

マッケムシがたくさん入っ
ている場合、どんな虫も入っ
てない場合と、いろいろ考え
られます。が、ケムシが増え
ると天敵も増え、ケムシが減
ると天敵も減り、パランスを
保とうとするのが自然です。
マッケムシが発生するたび

に殺虫剤で駆除するのであれ
ば、コモ巻きの意味はありま
せん。また、早春にコモを一
律に焼くのも本当の効果は少
なくなります。かえって天敵
を減らしてしまうことにもな
りかねません。

私たちはマツの幹にコモを仕
掛け、どんな虫が入るか調べて
みました。するとャニサシガメ
やクモ類が多く見られ、マッケ
ムシはほとんど見られませんで
した。ケムシを食べる虫やクモ
類の方が多く越冬していたので
す。

コモ巻きで、冬の毘虫観察のすすめ

〗圧1彰
ヒ

此叩
コモの中でも虫はどの方向を好んで越冬し

ているでしょうか？日当たりの良い南側に多
いでしょうか？それとも昼間も寒い北側？ー
般に虫は温度変化の少ない所で越冬するので、
北の方が多いと言われています。

コ
モ
巻
き
は
害
虫
駆
除
に
な
ら
な
い
？

昆虫観察は夏
しかできないわ
けではありませ
ん。むしろ虫が
あまり動かない
冬の方が観察し
やすいかもしれ
ません。

毎年、晩秋にマツの幹にコモを巻く
風景がみられます。葉を食べていたケ
ムシが、冬越しするために、木の皮の
下や地面にもぐり込むので、それをコ
モの中に集め、駆除をする方法です。
でもこのコモの中をじっくり見たこと
がありますか？コモの中には天敵であ
る虫がたくさん入っていることがあり
ます。害虫よりも天敵の方が多いこと
もよくあります。集まった虫を全部焼
き殺してしまうのは問題です。

一至グラ
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コモ巻きは主にマツの害虫
マッケムシ（マッカレハの幼
虫）を集めるために行われま
す。暖かい地方では木の上で
越冬することもありますが、
普通マッケムシは霜が降りる
前に地面へ移動します。移動
中のケムシがコモ巻きに入る
と、虫は暗さを感じて、落ち
葉の中だと思い、そこで越冬
するのです。そして春が来る
前に、虫の集まったコモを燃
やすのですが……。

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力

構
成

岩
谷
美
苗

研
究
会

堀
大
オ
（
財
）日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（

現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

r ---------------------------------------------------------~ 
i .-!:~ ---・ ! 

i ------＿讐 三 いニ―ふ ！
ヽ

•• ヽ ！

!,．̀  、一，．
！ !-- ．`一疇 I i 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ; 

！ '・--.. -- . - ~ -- -- - . . . .  ・- , - . .... - .. - - . ; 

' ..- -------'  ！ 平成13年 1月27日市i 県森連市況 i 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

大洲木市 市売日•••平成13年 1 月 23 日 ！ 

！ 
市売数呈• •• 520ケー ス 8,150kg 

樹種 杉 桧 松 平 均 単価 2,679円
！ 

！長さ 銘柄別単価
！ 

！ 径級 直曲り直曲り ！ 
! 8下 325 238 406 252 銘柄 価 格相場 銘柄 ・ 価 格相場！

! 9-10 353 339 520 こうこ ～ 特用大 2,600~ 3,200 保 ！ 
! 11-1217,000 18,900 538 大 厚 2,800~3,450 弱特用中 2,800~ 3,500 保 ！ 
! 13 

4 m 114-16 I 16,000 I 10,100 I 31,000 I 26,600 中 厚 3,000~5,200 保特用中小 3,000~ 3,800 強 ！ 
！ i 18上元 16,100 10,300 16,000 中小厚 2,000~ 3,400 保特用小 2,500~ 3,000 保

18上2番 17,100 10,300 33,000 28,000 小 厚 1,600~ 4,000ー 保 大 パ レ 1,800~ 2,500 強
！ 

! 24上元 18,000 11,500 20,000 ! 
! 24上2 17 800 11 500 33 500 30 000 大ウス 3,000~ 4,800 保 中 パ レ 2,000~ 2,800 強 ！ 
！ 大曲り 5,000 9,300 中ウス 3,000 ~ 4,800 保中小バレ 1,800 ~ 2,500 保 ！， 
i I I~ 下 150 90 228 90 中小ウス 3,500 ~ 5,000 強小バレ 1,400 ~ 2,000 保 ！ 
！ 

9 -10 I I 150 I I 240 

I 13m 
ll-12 8,000 12,000 小ウス 2,500~ 4,000 強変 形 1,200~ 2,900 保 ！ 
13 9,000 5,000 23,300 16,400 ジャミ 1,000 ~ 1,500 保色悪ウス 800 ~ 1,800 保 ！ 

！ ! 14-16 17,400 10,600 33,400 28,300 どんこ大 ～ 色悪バレ 600 ~ 1,500 保 ！ 
! 18上 16,800 13,500 34,200 30,600 15,000 
! 24 15 100 9 800 26 900 18 800 18 000 どんこ中 4粒ドンコ ！ 
I I 6m 

14-16 I 22,000 I 1s,ooo I 52,900 I 42,700 どんこ小 スライス 1,000 ~ 6,000 保 ！ 

！ 
18J: I 23,600 I 19,500 I 43,700 I 40,900 

概況 本年度初市は秋子の不作から出品は少な く、品柄も秋子主体の為パレ～ ！ 
！ 桧、枝打ち材買気強い。 ゥス葉の多い市売となった。相場は全般にやや強保合～保合で推移した。 ！ 

i 
市況一般材杉桧材保合。 先の降雪により一斉芽切が予想されます。今後暖雨により茸がバレる可 ！ 

i 
桧引合多い。 能性があります。寒冷期に良品を採取して下さい。 ！ 

L-------------------------------------------------------」



(11) ~@。毯。座） 屁◎ 闊 韓

（
 

樹木を加害する主な病気 と害虫

） 

病 気 害 虫

加害
病 名 主な加害樹種

加害
害虫名 主な加害樹種部位 部位

・すす病 ツバキ、モチノキ、ゲッケイジュ 新 •まつのシンクイムシ類 クロマツ、アカマツ、コョウマツ

・うどんこ病 カエデ類、マサキ、サルスベリ、
梢 モモノゴマダラノメイガ ゴヨウマツ、ヒマラヤスギ、ヒメコマツ

トネリコ、コナラ ・カシ類 ・食べる害虫

炭そ病 アカシア類クスノキ、ハンテン
マッカレハ アカマツ、クロマツ、ヒマラヤスギ

ポク、ツバキ マツノキJV'¥チ アカマツ

•もち病 ツバキ、サザンカ、クロキ、シャ
マツノクロホシ/V＼チ カラマツ

クナゲ
マツノミドリ／V＼チ ストロープマツ

•とうそう病 ャツデ、マサキ、ケヤキ、ハゼ
イプキチピキバガ ピヤクシン類

アメリカシロヒトリ サクラ類スズカケノキ、ハナミズキ、ポプラ、アカシャ頴
• さび病 ピャクシン類シャリンバイ、タ アカアシノミゾウムシ ケヤキ

プノキ
ニレハムシ ケヤキ、ニレ類

葉 ・斑点病害 モッコクハマキ モッコク

ごま色斑点病 カナメモチ、シャリンバイ、ザイ クロネハイイロハヌキ イヌツゲ

フリポク チャドクガ ツバキ、サザンカ、ヒメシャラ

赤屋病 ピャクシン類 オオヌのシバ クチナシ

赤斑葉枯病 クロマツ、アカマツ
コガネムシ類 サクラ類、ヤマモモ

サンゴジュJ¥b.シ サンコジュ、ガマズミ
葉ふるい病 アカマツ、クロマツ ルリチュウレンジ/V＼チ ッツジ、サツキ類

葉
すす葉枯病 アカマツ、クロマツ、ヒマラヤス ミノガ類 ヤモモ、サンコジュ、アカシヤ類

ギ ドクガ コナラ、カエ完穎、カシワ、カイドウ

・首垂細菌病 トウカエデ（枝を含む） マイマイガ サクラ類、カエデ類、コナラ、クヌギ

・幼果菌核病 サクラ類 セグロシャチホコ オラ類、ヤナギ

•こうやく病 サクラ類、アカメガシワ、エゾマ
モンクロシャチホコ サクラ類、ニレ、クヌギ

ツ、 トドマツ
オピカレハ サクラ類、カイドウ

ミノウスバ マサキ、ニレキギ、マユミ、ヒサカキ
・てんぐ巣病 サクラ類

クスサン イチョウ、サクラ類、ハゼ、 トチノキ

枝 ・胴枯病 カエテ苓員 アオギリチピガ アオギリ

．がんしゅ病 サクラ類 イラカ淫頁 サクラ類、ヌクギ、ヤナギ類

•こぷ病 マツ類
・虫こぷをつくる害虫

マツバノタマバエ アカマツ、クロマツ． ・溝腐病 スギ ・汁を吸う害虫

・溝がんし叫丙 テーダマツ、スラッシュマツ ハダニ類 スギ、マツ類ピャクシン類

•さび病 エンジュ ッツジクシハイムシ ッッジ、サッキ類

幹 ・材質腐朽病 各種の樹木
サクラコプアプラムシ サクラ類

・皮這や材虫のなかにもく＊IJこ
材線虫病 アカマツ、クロマツ、リュウキュ

ウマツ コウモリガ スギ、ヒノキ、シラカバ、ポプラ

・漏脂病 ヒノキ コスカシバ サクラ類

・白紋羽病 サクラ類カエヲ類、クスノキ、 枝 スギカミキリ スギ、ヒノキ

根 ケヤキ ゴマダラカミキリ サクラ類、カエデ類、カンバ類

ヘ シロスジカミキリ シイ、カシ、クヌギ
幹 •ならたけ病 サクラ類ナラ類ケヤキ、マツ ． 
地 類

・汁を吸う害虫

ぎ 幹
マツノカサアプラムシ 二「ヨウマツ、ヒメコマッ

土壌線虫病 主に苗木 ．スギ、ヒノキ、サクラ
わ 類

カイガラムシ類 号ノキ、モッコク、ツバキ、ゲッケイジュ

含 ・アリ類

む イエシロアリ 暖かい地方に多い。生立木と材
ヽ

ヤマトシロアリ 生木と材
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50年ぶりに共演
談路人形匿及び朝日文崇・懐暉文崇・大谷文崇合同公攀l

立□‘

二
月
六
日
（
火
）
に
東
宇
和
郡
明
浜
町
で
、

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
の
文
楽
合
同
公
演

が
あ
り
、
大
谷
文
楽
と
明
浜
町
の
俵
津
文
楽
・

三
瓶
町
の
朝
日
文
楽
が
出
演
し
ま
し
た
。

大
谷
文
楽
か
ら
は
、
中
塚
忠
座
長
を
始
め

八
名
が
参
加
し
、
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
七
段

目
祇
園
一
カ
茶
屋
の
段
』
を
総
勢
三
十
八
名

が
五
十
年
ぶ
り
に
―
つ
の
演
目
を
演
じ
ま
し

た
。
な
か
な
か
一
緒
に
練
習
が
で
き
な
い
中

で
、
息
を
―
つ
に
し
て
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
幕
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で

海
外
公
演
を
行
っ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
の
本

場
、
淡
路
人
形
座
に
『
煩
城
阿
波
の
鳴
門
八

段
目
巡
礼
歌
の
段
』
と
『
十
郎
兵
衛
住
家
の

段
」
を
上
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
で
は
、
太
夫
に
東
京
か
ら
日

本
義
太
夫
協
会
会
長
の
景
山
正
隆
先
生
、
三

淡路人形ののぼり

(u
,

t
 

う、
T
℃̀

匂
，

し

0
、
?

゜編集 •発行

肱川町 公民 館
B (0893) 34-2307 

味
線
に
姫
路
か
ら
保
井
治
夫
先
生
を
始
め
三

味
線
・
太
夫
に
県
内
各
地
か
ら
応
援
に
き
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

合同公演中の風景

太夫・三味線を紹介
している今宮さん

陶芸を楽しむ学級生

明
老
大
学
で
は
、
十
二
月
と
一
月
に
陶
芸
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

長
浜
町
か
ら
窪
先
生
を
講
師
に
招
き
、
湯
飲
み
や

皿
を
粘
土
で
作
り
、
絵
付
け
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
手
付
き
で
粘
土
を
の
ば
し
た
り
ち
ぎ
っ

た
り
丸
め
た
り
、
先
生
の
指
溝
を
得
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
の
出
来
栄
え
に
話
が
弾
み
、
全
員

が
楽
し
く
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
に
は
、
料
理
教
室
も
行
い
、
学
級
生

そ
れ
ぞ
れ
が
料
理
し
試
食
し
ま
し
た
。

二
月
の
大
学
最
終
日
に
は
、
町
外
研
修
を
行
う
予

定
で
す
。

冒
LJ
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おしどりを観察した後
メモをとる参加者

二
月
七
日
（
水
）
に
鹿
野
川
湖

で
お
し
ど
り
を
季
語
に
し
た
俳

句
会
が
、
肱
川
町
文
化
協
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
町
内
外
か
ら
三
十
九
人
参

加
が
あ
り
、
大
谷
橋
周
辺
か
ら

鹿
野
川
湖
大
橋
や
野
村
町
堺
ま

で
お
し
ど
り
探
索
を
行
い
ま
し

こ。t
 お

し
ど
り
は
、
車
の
音
や
人

（
特
に
白
い
服
を
着
た
人
）
に
敏

感
な
の
で
、
静
に
観
察
し
な
が

ら
ノ
ー
ト
な
ど
に
句
を
メ
モ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
全
員
が
二
句
づ
つ

投
句
し
、
全
員
で
審
査
し
採
点

（
二
句
の
合
計
点
数
）
し
た
結
果
、

伊
予
郡
中
山
町
か
ら
参
加
さ
れ

た
大
松
義
一
さ
ん
が
第
一
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

上
位
六
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
句

を
投
句
さ
れ
て
い
た
た
め
、
特

別
選
者
の
先
生
か
ら
も
「
ど
の

句
が
選
ば
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
も
の
で
し
た
」
と
講
評
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。

句を投句する参加者
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予
子
林

大
洲
市

第
五
位

う

き

ね

じ

ん

か

も

か

も

浮
寝
し
て
陣
を
な
す
鴨
な
さ
ぬ
鴨

宇
和
町

第
四
位

お

し

む

ふ

ん

ぽ

鴛
驚
群
る
る
ダ
ム
に
沈
み
し
墳
墓
の
地

お

い

お

し

老
の
眼
の
遠
く
に
鴛
喬
の
列
な
ら
む

五
十
崎
町

五
十
崎
町

第
二
位

か

も

ひ

き

ゃ

く

鴨
一
羽
飛
脚
の
ご
と
く
走
り
け
り

お
し
ど
り

鴛
驚
を
見
に
お
し
ど
り
の
傘
一
っ

第
三
位

お

し

と

う

み

鴛
喬
翔
ん
で
恋
の
ニ
ア
ミ
ス
湖
の
空

鴛
餐
の
水
尾
湖
の
広
さ
に
拡
が
れ
り

お
し
ど
り
の
一
羽
と
な
り
て
水
走
る

第
六
位

か

も

う

み

山
壁
に
諜
立
ち
の
ぼ
る
鴨
の
湖

と
お
め
が
ね

鴛
鵞
や
木
の
間
に
合
す
遠
眼
鏡 中

山
町

ひ

お

し

う

み

な
ほ
奥
に
心
惹
か
る
る
鴛
喬
の
湖

こ

が

も

お

も

か

じ

こ

え

が

離
れ
ゆ
く
子
鴨
面
舵
弧
を
描
く

第
一
位

人

選

句

さ

よ

こ

大

野

紗

夜

子

隅

田

こ
/‘ 

ーか
ず

声ぇ
I Cヽ

好

仙E

里り

稲

田

数令

魚i

田

柳；
子し

よ
し

大

松

義

＿か
ず

雪
が
降
る

は
来
な
い
。

雪
が
降
る

モ
の
歌
。

積
雪
は
約
五
十
Cm

か

ら
四
十

cm
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
一
月
十
六
日
の

i
—
l

こ
と
。

地
域
の
人
に
伺
え
ば
、
何
十

年
振
り
か
の
雪
だ
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
お
方
は
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
持
ち
撮
っ
て
残
す
の
だ
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

何
も
か
に
も
が
雪
に
埋
ま
り
、

白
一
色
の
世
界
が
、
そ
こ
に
は

あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
白
に
包
ま

れ
た
風
景
は
、
め
っ
た
に
お
目

に
か
か
れ
な
い
。
す
ば
ら
し
く

も
あ
り
、
反
面
、
自
然
の
凄
さ

が
そ
こ
に
重
く
伸
し
掛
か
っ
て

、
こ
。

l
>
f
 

今
、
世
の
中
は
景
気
の
よ
く

な
い
話
や
、
暗
い
事
件
が
多
々

あ
り
す
ぎ
る
。

や
が
て
来
る
で
あ
ろ
う
市
町

村
合
併
の
波
も
静
か
に
迫
っ
て

い
る
。
何
が
ど
う
な
る
の
か
、

何
が
ど
う
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

か
、
想
像
す
ら
難
し
い
。

一
月
十
六
日
の
積
雪
は
、
す

べ
て
の
物
を
覆
い
隠
し
流
し
て

く
れ
た
。
人
間
の
邪
悪
・
欲
望

を
き
れ
い
さ
っ
ば
り
と
溶
か
し

て
く
れ
れ
ば
、
も
っ
と
世
の
中

は
良
く
な
る
は
ず
だ
。

二
十
一
世
紀
、
肱
川
町
の
発

展
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

あ
な
た
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中
野
小
学
校
緑
の

少
年
隊
は
、
一
月
二

十
四
日
（
水
）
に
鹿
野

川
湖
周
辺
で
野
鳥
の

観
察
を
行
い
ま
し
た
。

三
年
生
と
四
年
生

が
参
加
、
初
め
て
野

鳥
の
観
察
を
す
る
児

童
も
多
く
、

L
M
バ
ー

ド
肱
川
の
菅
野
松
雄

さ
ん
か
ら
鹿
野
川
湖
に
飛
来
す

る
野
鳥
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
早
速
観
察
を
行
い
ま
し

こ。t
 例

年
よ
り
渡
り
鳥
の
飛
来
数

は
少
な
い
そ
う
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
は
、
双
眼
鏡
を
覗
き
な

が
ら
お
し
ど
り
や
か
も
を
見
つ

け
て
は
友
逹
同
士
で
会
話
し
て

い
ま
し
た
。

野鳥観察

五
私
の
読
書
法

r．
乱
読
の
す
す
め
：
…

i

と
に
か
く
活
字
で
あ
れ
ば
、

何
で
も
よ
い
方
で
あ
る
。

冒
険
、
ノ
ソ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ソ
、

S
F
、
歴
史
、
ミ
ス
テ
リ
ー
何

で
も
よ
く
好
き
な
作
家
も
何
人

か
い
る
が
基
本
的
に
名
前
で
選

ぶ
事
は
少
な
い
。
中
国
の
水
滸

伝
、
三
国
志
等
長
編
の
時
な
ど
、

夜
中
の
三
時
位
ま
で
か
か
っ
て

も
一
気
に
読
み
上
げ
る
。
途
中

で
止
め
て
後
は
明
日
と
言
う
事

が
出
来
な
い
、
気
に
な
っ
て
眠

る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

小
学
生
の
頃
、
マ
ソ
ガ
好
き

で
勉
強
し
ろ
と
言
わ
れ
た
事
も

あ
る
が
大
い
に
役
立
っ
た
と
思

う
。
知
ら
な
い
漠
字
で
も
何
と

な
く
読
め
て
言
葉
の
訳
も
だ
い

山

下

新

／新購入図書案内〗

0ニッポンが好きだから
瀬戸内寂聴・櫻井よしこ

一元気な二人のトークバトル！！一

大和書房

0熟年のための法律入門
渥美雅子岩波書店

ー長寿だからこそ知っておきたい知恵と情報一

0人生楽あれば楽あり
日木 貴大和出版

ー超未熟児で生まれた流奈と「運命」をまっ とう
に受け入れ、明る＜生きる著者。一

0さよならも言わずに逝ったあなたヘ
カーラ ・ファイン 扶桑社

ー遺族の視点から追った「家族の自殺」の実態一

0考えるカ・やり抜くカ・私の方法
中村修二三笠書房

ーノーベル賞に一番近い男の人生哲学一

た
い
自
然
に
分
か
る
様
に
な
っ

た
。
独
身
の
頃
、
新
刊
を
買
い

読
む
と
す
ぐ
古
本
屋
に
売
り
又

そ
こ
で
買
っ
て
読
む
様
な
事
も

し
た
。
そ
れ
で
も
気
に
入
っ
た

本
は
残
し
て
置
い
た
の
で
三
〇

0
冊
位
は
二
つ
本
棚
に
ギ
ッ
シ

リ
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

T
V
番
組
の
低
俗
さ
も
原
因

の
―
つ
で
す
が
雀
百
ま
で
踊
り

忘
れ
ず
の
た
と
え
通
り
活
字
離

れ
は
当
分
で
き
そ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
読
み
始
め
る
と
創
造
力

が
働
き
物
語
は
ま
す
ま
す
お
も

し
ろ
く
な
り
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
る
状
況
に
す
ぐ
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
読
書
の
醍
醐
味
と
言
わ

ず
し
て
何
と
言
う
で
し
ょ
う
。

今月の板書

高
い
つ
も
り
で
低
い
の
は
教
養

低
い
つ
も
り
で
高
い
の
は
気
位

深
い
つ
も
り
で
浅
い
の
は
知
識

浅
い
つ
も
り
で
深
い
の
は
欲
望

厚
い
つ
も
り
で
薄
い
の
は
人
情

薄
い
つ
も
り
で
厚
い
の
は
面
の
皮

強
い
つ
も
り
で
弱
い
の
は
根
性

弱
い
つ
も
り
で
強
い
の
は
自
我

多
い
つ
も
り
で
少
な
い
の
は
分
別

少
な
い
つ
も
り
で
多
い
の
は
無
駄

つ
も
り
十
か
条

0大事なことは、み～んなドラえもんに教わった
久保田正己飛鳥新社

ー現役校長先生が見つけたEQの高い子どもに
育てるための24のヒントー
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平成12年度

青年団研修旅行旅程表
期日平成12年12月1日（金）～12月3日（日）

旅程

I 1日目 l 
l 肱川町役場前ー一松山観光港~~-、小倉 ； 
i 19:30 21 :so 5:00船中泊 i.............................................................................................................• 
,........................................................................................................................, 

l 2日目

小倉—―ースペースワールド（昼食）―八幡IC- i 
7: 00 9 : 30 ~ 13 : 30 14 : 00 : 

太宰府IC―太宰府天満宮一一太宰府IC― l
1 14:30 l 
l 福岡IC―ホテル ※ホテルにチェックイン i 
: 17:30 18:00 してから懇親会 ！ 
，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．噌

i 3日目

ホテル一福岡IC-—別府港---八幡浜港ー！
9: 00 14 : 00 16: 30 ! 
肱川町役場前

17:30 
L................ ~.!..:.~9-.......................................................................................... J 

青年団だより

s
 今

回
、
青
年
団
で
は
、
十
二

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
日
ま
で
、

二
泊
三
日
の
巳
程
で
、
国
内
研

修
と
し
て
九
州
方
面
へ
旅
行
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
行
っ
た
場
所
は

ス
ペ
ー
ス
ワ
—
ル
ド
で
し
た
。

こ
こ
で
少
し
の
間
園
内
を
回
り
、

次
に
移
動
し
て
、
太
宰
府
天
満

宮
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
さ
す

が
に
ど
ち
ら
も
す
ご
い
人
で
少

し
大
変
で
し
た
。

こ
の
国
内
研
修
は
、
団
員
に

と
っ
て
も
、
と
て
も
有
意
義
な

も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
で
は
感
想
と

写
真
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ

う。

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
で
は
、

大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

研
修
旅
行
で
し
た
。
で
も
博
多

ラ
ー
メ
ン
は
食
べ
た
か
っ
た
：
・

。

（

ナ

オ

ミ

）

合
回
、
青
年
団
の
国
内
研
修

で
九
州
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
っ
た
こ
と
の
な
い
所
ば
か
り

で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

太
宰
府
の
お
み
く
じ
も
大
吉
だ
っ

た
し
、
い
い
研
修
に
な
り
ま
し

た

。

（

オ

キ

タ

）

u
 

＂ 
、

l

＊
 

r

,y 
•. 

ーア

．
 

＿□”-＂r
|
9
.
 

第
五
十
三
回
肱
川
町
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
団
も

余
興
で
出
席
し
、
新
成
人
の
皆

さ
ん
と
ピ
ン
ゴ
ゲ
—
ム
を
し
て

た
の
し
み
ま
し
た
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
、
成
人

と
し
て
、
責
任
を
も
っ
て
仕
事

等
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
最

後
に
一
言
青
年
団
か
ら
の
お
願

い
で
す
。

「
皆
さ
ん
、
青
年
団
に
入
団
し

て
く
だ
さ
い
。
」

お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
新

成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

成

人

B- 式

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

0

0

 

。

g

結
婚
お
め
で
と
う
g

c》0

0

 

0

0

 

0

0

 

c》

。

c》

!
“

ん

ん

。

。[

l
L

/
-
病

[

[

g

邦

奈

。

ooo

5
年

1
[。

C-

生

。

g

-r。
‘ぐ
，：一

三
団

g

C-

C〉

。00
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

g

邦
夫
さ
ん
、
奈
津
江
さ
ん
ご

g

0

0

 

0

結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

O

0

0

 

。

こ
れ
か
ら
二
人
で
明
る
＜
楽

。

0

0

 

g

し
い
家
庭
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。

g

0

0

 

0

お
幸
せ
に
。
青
年
団
一
同
。

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

二
0
0
一
年
、
第

一
回
の
A

S
U
K
A
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
お
酒
な

ど
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。
調
子
に
の
っ
て
飲
み
過
ぎ

な
い
よ
う
に
・
:
0

最
後
に
、
合
年
も
皆
さ
ん
に

と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
編
集
部
一
同
お
祈
り
致
し

ま
す
。 編

集
あ
と
ば
な
し
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3
 

月 の
●置『冨濯署

力 レ ン
保健センター
'834 -2340 

種別 日（曜） 1，，了一 事 場 所 時 間

1 （木） 肺がんCR・CT検診 保健セ‘ノタ ー 10 oo,...___,14:00 
成

人 8 （木） 介護者教室 保健セ‘ノター 10:00,...____,12・00 

保 16（金） リハビリ教室 肱川町公民館 10:00,..____,16:oo 

健
19（月） 元気印教室 保健セソター 13:30,..____,16・00 

母 5 （月） 三種混合予防接種 保健セソター 13:30,..___,14:oo 

子
21（水） 竹の子ク ッキソグ 肱川町公民館 9 ・ 30,..___,13:30 

保

健 29（木） 三種混合予防接種 保健セソター 13:30,..____,14:oo 

精
14（水） そよ風の会 肱川町公民館 9 :30,..____,14:00 

神

蓋 3 （土） 性についての講演会 保健セソター 10 : 00,...__, 11 : 30 

グ |----~ 

［行事予定表〕

日（曜） 主な行事

1 （木） 納税相談（予子林・岩谷）

2 （金） 納税相談（正山・山槌）

5 （月） 納税相談（大谷）

9 （金） 3月定例議会(~13日）

14（水） イソターネ ット講習会

15（木） イソターネット講習会

17（土） 肱川中学校卒業式

19（月） イソターネ ッ ト講習会

21（水）
部落長会
インターネット講習会

23（金） 小学校卒業式・幼稚園卒園式

25(日） 鹿野川しゃくなげまつり開幕

不

収集日

燃 物 収 集

収集地区

3月15日（木）

※前日に指定の場所へ

小畑井萩野尾汗生肱 栄 小 藪

大和中野鹿野川 大谷地区

不用犬回収日
回収日 3月 6日（火）・27日（火）

＊朝 9時までに役場へ連れてきて

くださし‘o

古紙収集 日

収集日 3月22日（木）

＊朝 7時までに指定の場所へ

3
 

月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

4 (日） 中村皮膚科クリニック 25-1112 

みやうち医院 25-2333 

11 (日）

清 水 医 院 52-2883 

18(日） 菊 原 医 院 26-0103 

般 20（火） 本条脳神経外科 24-2841 

25 (日） 菊原外科医院 24-4646 

救
月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

3 313 3 
月月月月相
22 7 1215 
日日日日 談
/--`‘へ/--～‘'へ

木水水月日
、-'/‘̀-^ーノ

内大
子洲 I場
町商

商
工

工
会
議 I所

会 所

そ

の

他

往

見

冨

枝

さ

ん

(85
歳

（
か
わ
か
み
荘
）

相

談

福

田

玉

井

3
月
5
日
（
月
）

笹

木

明

寺

岡

初

3
月

21
日
（
水
）

時

間

午

後

1
時
3
0
分

t

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

相

王火
詠

日

員
恵徳清保

3
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分

i

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

日

時

行
政
相
談
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